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井の頭 41 2 0
牟礼北野 248 10 1
新川中原 234 10 1
連雀 209 9 3
深大寺 112 5 1
大　沢 131 6 1
吉祥寺 121 5 　　★9

武蔵野中央 301 13 　　★15
関　前 120 5 1
境 47 2 0

境南町 51 3 1
直・事 592 19 6

合　計 2207 89 39

２０20年度　春の拡大月間の成果（４/３０現在）

分　会 現在の到達１月現勢 ４．０％目標

( 1 ) ２０２０年５月１０日
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十
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長
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長
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建

〃

荒
木

大
輔

〃

永
原

蔵
人

常
任
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委
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組
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部
長
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橋
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二
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部
長

平
井
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長

升
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部
長

須
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部
長

小
野
寺

次
男

労
働
対
策
部
長

五
十
嵐

作
衛

技
術
対
策
部
長

轟

ま
ゆ
み

社
会
保
障
対
策
部
長

小
林

敏
明

税
金
経
営
対
策
部
長

五
十
嵐

作
衛

厚
生
文
化
部
長

苅
込

美
津
代

後
継
者
対
策
部
長

小
仁
所

広
幸

常
任
執
行
委
員
待
遇

青
年
部
長

野
坂

光

女
性
の
会
会
長

田
村

玲
子

執
行
委
員

井
の
頭
分
会

藤
倉

智
則

牟
礼
北
野
分
会

東
山

文
彦

〃

塩
入

清
史

新
川
中
原
分
会

髙
橋

直
樹

〃

轟

二
徳

連
雀
分
会

今
出
川

晃
一

〃

久
保

義
春

深
大
寺
分
会

川
合

俊
信

大
沢
分
会

水
野

雅
央

吉
祥
寺
分
会

西
潟

洋

武
蔵
野
中
央
分
会

藤
﨑

将
士

〃

白
尾

進
一

関
前
分
会

中
村

二
三
夫

境
分
会

我
妻

泰
彦

境
南
町
分
会

藤
澤

義
明

執
行
委
員
待
遇

会
計
監
査

湊

尚
文

シ
ニ
ア
友
の
会
会
長

沖
野

紀
年

本
部
シ
ニ
ア
友
の
会
副
会
長市

村

政
男

４
月
５
日
に
開
催
し
た
第
６
回
三
鷹
武
蔵
野
支
部
大
会
で
選
出
さ
れ
た
支
部
新
役
員
で
す
。
専

門
部
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
会
議
で
任
務
分
担
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
、
役
員
一
同
、
支
部

の
運
動
を
前
進
す
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。
１
年
間
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

花
を
見
て
「
あ
あ

き
れ
い
だ
な
」
と
た

だ
感
心
し
て
い
る
人

は
、
本
質
を
考
え
な

い
人
だ
。
き
れ
い
な

花
を
見
て
、
「
こ
の

花
が
咲
い
て
い
る
木

や
根
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
」
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
本
質
を
見
る
事
が
出
来
る
人

で
あ
る
、
と
聞
い
た
事
が
あ
る
。

（
私
も
含
め
て
）
大
抵
の
人
は
、

物
事
の
本
質
を
考
え
な
い
。
特
に

私
の
人
生
は
、
今
現
在
を
見
て
い

る
だ
け
で
、
そ
の
先
の
未
来
が
ど

こ
か
ら
来
た
か
、
原
因
は
何
か
と

い
う
こ
と
を
深
く
考
え
な
い
で
、

わ
か
ら
な
い
か
ら
仕
方
な
い
と
弁

解
し
て
き
た
。
性
質
や
能
力
を
鍛

え
直
し
て
本
質
を
見
る
こ
と
の
出

来
る
人
間
に
な
り
た
い
も
の
で
あ

る
。
▼
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
」
に
つ
い
て
、
外
出
自
粛

要
請
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

相
変
わ
ら
ず
夜
の
街
に
繰
り
出
し

た
り
、
大
勢
で
会
食
を
し
た
り
と

物
事
を
深
く
考
え
な
い
で
行
動
し

て
い
る
人
が
多
数
い
る
。
そ
う
い

っ
た
人
達
は
、
惰
性
に
流
さ
れ
て

生
き
て
い
て
、
自
分
は
さ
ほ
ど
間

違
っ
た
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
で

は
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
▼
ま
た
「
コ
ロ
ナ
疎

開
」
と
い
う
の
も
起
こ
っ
て
い

る
。
東
京
は
危
な
い
か
ら
、
地
方

の
安
全
な
場
所
へ
行
っ
て
、
こ
の

事
態
を
や
り
過
ご
そ
う
と
の
思
い

か
ら
だ
と
思
う
が
、
来
ら
れ
る
側

の
人
に
と
っ
て
は
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
▼
自
分
た
ち
の
事
の

み
を
考
え
て
の
行
動
は
つ
つ
し
ん

で
、
国
民
全
体
協
力
し
て
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
を
克
服
し
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
る
。

【
組
織
部
発
】
春
の
拡
大
月

間
は
、
「
増
や
し
減
ら
さ
な
い

組
織
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
春

の
月
間
で
の
４
・
０
％
加
入
到

達
と
年
間
節
目
標
の
６
・
５
％

到
達
を
め
ざ
し
取
り
く
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
、
新
た
に
３
９
人
の
仲
間
が

組
合
に
加
入
し
、
現
在
の
月
間

の
到
達
は
１
・
７
７
％
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
政
府
か
ら
緊

急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
「
三

密
」
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
の
も
と
活
動
の
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
４
月
は
訪
問
行
動
を
含

め
た
す
べ
て
の
活
動
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
組
合
で
は
、
４

月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
聞
き
取
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
配
布
し
仲
間
の
仕
事
・

暮
ら
し
へ
の
影
響
の
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
電
話
の
相
談

で
は
「
仕
事
が
な
い
た
め
従
業

員
を
休
業
さ
せ
た
い
が
雇
用
調
整

助
成
金
は
使
え
る
の
か
」
「
現
場

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
」

「
材
料
が
入
っ
て
こ
な
い
た

め
、
工
期
が
延
期
さ
れ
た
」

「
現
場
で
い
つ
感
染
す
る
か
不

安
だ
」
と
い
っ
た
不
安
の
声
が

仲
間
か
ら
上
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
５
月
も
引
き
続
き

下
記
の
行
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の

中
だ
か
ら
こ
そ
「
仲
間
の
い
の

ち
と
仕
事
・
暮
ら
し
を
守
る
」

東
京
土
建
の
運
動
に
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
※
新
型
コ

ロ
ナ
に
関
す

る
支
援
制
度

の
詳
細
は
、

２
・
３
面
を

参
照
く
だ
さ

い
）

【
坂
本
正
美
記
】
「
虎
疫
猖

獗
河
水
飲
用
厳
禁
（
こ
え
き
・

し
ょ
う
け
つ
・
か
す
い
・
い
ん

よ
う
・
げ
ん
き
ん
）
」
か
れ
こ

れ
６
０
年
ほ
ど
前
、
小
学
５
年

生
の
頃
、
学
校
の
先
生
が
呪
文

の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
の
が
こ

れ
。
明
治
期
コ
レ
ラ
流
行
の
際

「
コ
レ
ラ
が
大
変
流
行
っ
て
い

る
。
川
の
水
を
飲
む
の
は
絶
対

に
や
め
る
よ
う
に
」
と
注
意
を

促
す
看
板
に
書
か
れ
て
い
た
文

言
だ
そ
う
だ
。

語
呂
が
良
く
そ
の
調
子
よ
さ

に
、
内
容
は
と
も
か
く
今
ま
で

覚
え
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
で
ふ
と
そ
れ
を
思
い
出
し

た
。
は
か
ら
ず
も
新
型
虎
疫
で

あ
る
。
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界

中
に
感
染
が
拡
大
し
、
先
の
文

言
も
今
な
ら
「
手
洗
い
・
除
菌

・
外
出
自
粛
・
三
密
厳
禁
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

人
類
は
古
来
よ
り
多
く
の
感

染
症
と
戦
い
、
克
服
し
て
き

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ペ
ス
ト

に
よ
っ
て
、
そ
の
人
口
の
三
分

の
一
と
も
言
わ
れ
る
人
々
が
死

亡
し
た
事
も
あ
る
と
い
う
。
改

め
て
見
え
な
い
敵
の
恐
ろ
し
さ

を
思
う
。
軽
く
見
て
は
い
け
な

い
。
政
府
の
対
応
は
遅
き
に
失

し
た
感
が
あ
る
。

本
来
な
ら
四
季
の
内
で
も
花

が
咲
き
木
々
が
芽
吹
き
、
希
望

に
満
ち
た
春
が
重
苦
し
い
空
気

の
中
で
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い

る
。
こ
ん
な
春
は
も
う
沢
山

だ
。
こ
の
先
建
設
業
へ
の
影
響

も
計
り
知
れ
な
い
が
、
負
け
る

訳
に
は
い
か
な
い
。

こ
ん
な
方
が
い
た
ら
組
合
へ
相
談
を
…

●
国
保
料
が
高
く
て
困
っ
て
い
る

●
現
場
で
労
災
に
加
入
が
必
要
に
な
っ
た

●
会
社
を
辞
め
て
独
立
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

●
確
定
申
告
っ
て
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
の
？

ど
ん
な
こ
と
で
も
声
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い

●
現
場
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
補
償
が
な
い

●
当
面
の
生
活
資
金
に
困
っ
て
い
る

●
給
付
金
の
申
請
っ
て
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

●
家
賃
や
社
会
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難



み ち し る べみ ち し る べ

通常時 新型コロナ特例措置

対象事業者
雇用保険が適用される会

社・個人事業主

雇用保険適用で新型コロナウイルス

の影響をうける会社・個人事業主

対象従業員 雇用保険に6ヶ月以上加入 6ヶ月未満・被保険者でなくても可

助成率(※) 中小企業は2/3 中小企業は4/5

経営状況
直近3ヶ月の売上高などが

前年同期比10％以上減

直近1ヶ月の売上高などが

前年同期比5％以上減

手続き 計画書は事前提出 事後提出でも可

※従業員を解雇しない場合は、中小企業は9/10を助成

( 2 )２０２０年５月１０日第６２号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
従
業
員
に
休
業
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
場
合
、

会
社
は
従
業
員
に
対
し
て
賃
金
の

６
割
の
「
休
業
手
当
」
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
雇
用

調
整
助
成
金
」
は
、
休
業
手
当
額

の
一
定
割
合
を
国
が
支
給
す
る
制

度
で
す
。

通
常
は
雇
用
保
険
に
６
ヶ
月
以

上
加
入
し
て
い
る
従
業
員
が
対
象

で
す
が
、
今
回
の
特
例
で
は
、
加

入
期
間
が
６
ヶ
月
未
満
や
被
保
険

者
で
な
い
人
で
あ
っ
て
も
適
用
と

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
入
社
員

や
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
パ
ー

ト
従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
（
学
生

を
含
む
）
を
休
業
な
ど
さ
せ
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
給
付
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

今
回
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
特

例
措
置
の
実
施
期
間
（
緊
急
対
応

期
間
）
は
、
２
０
２
０
年
４
月
１

日
か
ら
６
月
３
０
日
ま
で
で
す
。

「
持
続
化
給
付
金
」
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
た
事

業
者
に
対
し
て
、
事
業
全
般
に

広
く
使
え
る
給
付
制
度
で
す
。

【
給
付
金
額
】

法

人

２
０
０
万
円

個
人
事
業
者
１
０
０
万
円

※
昨
年
１
年
間
の
売
上
か
ら
の

減
少
分
を
上
限
と
す
る
。

【
支
給
対
象
】

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
売
上
が
前
年
同
月

比
で
５
０
％
以
上
減
少
し
て
い

る
者

②
中
小
企
業
、
個
人
事
業
者

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

①
２
０
１
９
年
の
確
定
申
告
書

②
減
収
月
の
事
業
収
入
額
を
確

認
で
き
る
帳
簿
な
ど

③
法
人
の
場
合:

法
人
番
号

個
人
の
場
合:

本
人
確
認
書
類

①
「
売
上
」
が
わ
か
る
書
類
の
コ
ピ
ー

（
売
上
簿
、
営
業
収
入
簿
、
会
計
の
帳

簿
な
ど
）

②
労
働
者
代
表
選
任
書

（
※
事
後
提
出
の
場
合
、
実
績
一
覧
表

の
署
名
ま
た
は
記
名
・
押
印
が
あ
れ

ば
省
略
可
）

③
労
働
者
名
簿
及
び
役
員
名
簿

④
出
勤
簿
・
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
写
し
等

（
手
書
き
の
シ
フ
ト
表
等
で
も
可
）

⑤
就
業
規
則
ま
た
は
労
働
条
件
通
知
書

の
写
し

⑥
賃
金
台
帳
の
写
し
な
ど

（
給
与
明
細
の
写
し
な
ど
で
も
可
）

⑦
給
与
規
定
ま
た
は
労
働
条
件
通
知
書

前
年
度
の
給
与
総
額
か
ら
１
人

あ
た
り
の
平
均
給
与
額
を
計
算

し
、
そ
の
額
に
助
成
率
を
乗
じ
た

額
（
上
限
８
３
３
０
円
）
と
な
り

ま
す
。

例
）
平
均
給
与
額
１
５
０
０
０
円

で
休
業
手
当
を
９
０
０
０
円
（
平

均
給
与
額
の
６
０
％
）
支
給
し
た

場
合
、
８
１
０
０
円
（
休
業
手
当

の
９
割
）
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

右
の
条
件
で
、
従
業
員
３
０
人

を
１
０
日
間
休
業
さ
せ
た
場
合
の

助
成
額
は
、
次
の
通
り
で
す
。

３
０
人
×
１
０
日
間

×
８
１
０
０
円

＝
２
４
３
０
０
０
０
円

【
対
象
と
な
る
事
業
者
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
て
次
の
①
ま
た
は
②
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
最
近
１
ヶ
月
の
売
上
高
が
前
年

又
は
前
々
年
の
同
期
と
比
較
し
て

５
％
以
上
減
少
し
た

②
事
業
開
始
か
ら
１
年
１
ヶ
月
未

満
の
場
合
な
ど
は
、
最
近
１
ヶ
月

の
売
上
高
が
、
次
の
い
ず
れ
か
と

比
較
し
て
５
％
以
上
減
少
し
て
い

る
方

Ａ

過
去
３
ヶ
月
（
最
近
１
ヶ
月

を
含
む
。
）
の
平
均
売
上
高

Ｂ

令
和
元
年
１
２
月
の
売
上
高

Ｃ
令
和
元
年
１
０
月
～
１
２
月
の

売
上
高
平
均
額

※
個
人
事
業
主
は
柔
軟
に
対
応
。
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①
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険

証
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）

②
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
コ
ピ

ー
（
発
行
後
３
ヵ
月
以
内
）

③
預
金
通
帳
（
申
込
当
日
ま
で

の
記
帳
を
行
う
こ
と
）

▼
減
収
が
確
認
で
き
る
通
帳
、

及
び
税
金
・
社
会
保
険
料
・
公

共
料
金
等
の
支
払
い
が
確
認
で

き
る
通
帳

※
ま
た
は
、

▼
日
常
的
に
入
出
金
を
行
っ
て

い
る
通
帳
、
及
び
給
与
明
細
等

の
収
入
の
減
少
が
確
認
で
き
る

書
類

④
印
鑑
（
銀
行
印
）

⑤
そ
の
他

①
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険

証
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）

②
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
コ
ピ

ー
（
発
行
後
３
ヵ
月
以
内
）

③
預
金
通
帳
（
申
込
当
日
ま
で

の
記
帳
を
行
う
こ
と
）

▼
減
収
が
確
認
で
き
る
通
帳
、

及
び
税
金
・
社
会
保
険
料
・
公

共
料
金
等
の
支
払
い
が
確
認
で

き
る
通
帳

※
ま
た
は

▼
日
常
的
に
入
出
金
を
行
っ
て

い
る
通
帳
、
及
び
給
与
明
細
等

の
収
入
の
減
少
が
確
認
で
き
る

書
類

④
失
業
・
離
職
等
の
場
合
は
、

そ
れ
が
確
認
で
き
る
書
類
（
離

職
票
、
源
泉
徴
収
票
等
）

⑤
印
鑑
（
銀
行
印
）

⑥
そ
の
他

も
し
、
万
が
一
自
分
自
身
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
入
院
も
し

く
は
自
宅
・
ホ
テ
ル
等
で
療
養

な
ど
し
た
場
合
は
、
土
建
国
保

や
組
合
総
合
共
済
の
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
組
合
総
合
共
済
「
傷
病
見

舞
金
」

医
師
の
指
示
に
よ
る
ホ
テ
ル

・
自
宅
待
機
は
入
院
給
付
と
な

り
ま
す
。
ま
た
退
院
後
、
医
師

の
指
示
に
よ
る
自
宅
待
機
は
、

自
宅
療
養
機
関
と
し
て
給
付
対

象
と
な
り
ま
す
。

②
土
建
国
保
「
疾
病
入
院
給

付
金
」

土
建
国
保
に
本
人
加
入
し
て

い
る
方
は
、
入
院
給
付
金
の
申

請
が
で
き
ま
す
。(

入
院
５
日
以

上
で
１
日
目
か
ら
給
付)
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【
渡
邊
和
彦
書
記
長
記
】
私

は
こ
の
度
支
部
書
記
長
に
就
任

し
ま
し
た
連
雀
分
会
の
渡
邊
和

彦
と
申
し
ま
す
。
書
記
長
は
大

変
重
要
な
ポ
ス
ト
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
未
熟
者
で
す
が
精
一

杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
世
間
は
新
型
コ
ロ

ナ
で
大
変
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
建
設
業
界
で
も
現
場
が

中
止
・
延
期
に
な
っ
た
と
い
う

話
も
耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。
組

合
で
は
春
の
拡
大
月
間
で
す

が
、
統
一
行
動
も
自
粛
を
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

大
変
な
時
期
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
組

合
の
仲
間
で
団

結
し
て
ガ
ン

バ
ロ
ウ
！

【
轟
ま
ゆ
み
常
任
執
行
委
員

記
】
こ
の
度
技
術
対
策
部
長
に

な
り
ま
し
た
轟
ま
ゆ
み
で
す
。

技
術
対
策
部
で
は
、
主
に
資
格

講
習
関
連
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

お
り
、
今
年
度
は
特
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
（
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
）
の
登
録
者
を
増
や
す

こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
ま
だ
登
録
が
済
ん
で
い
な

い
組
合
員
の
方
は
、
こ
の
機
会

に
是
非
登
録
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
延

期
に
な
っ
て
い
る
資

格
講
習
に
つ
い
て
も
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
！

【
苅
込
美
津
代
常
任
執
行
委
員

記
】
こ
の
度
、
常
任
執
行
委
員
と

し
て
厚
生
文
化
部
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
大
沢
分
会
の
苅
込
美

津
代
で
す
。組

合
運
動
を
進
め

て
い
く
う
え
で
、
共

済
制
度
は
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た

し
、
共
済
制
度

を
利
用
す
る
事

に
よ
り
組
合
と

の
結
び
付
き
が

強

ま

り

ま

す
。本

来
の
労

働
組
合
が
担

う
「
仲
間
の
助
け
合
い
」
「
組
織

づ
く
り
」
「
人
づ
く
り
」
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。五

年
間
、
本
部
主
婦
の
会
で
培

っ
た
経
験
を
活
か
し
、
微
力
で
す

が
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
の
、
ご
指
導
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
に
と
も
な

い
、
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
当
面
５
月
末
ま
で
延
期
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
支
部
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て
次

の
通
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
急
を
要
す
る
手
続
き
を
除
き
、
支
部
窓
口

へ
の
来
所
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

②
手
続
き
等
の
ご
不
明
な
点
は
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
な
る
べ
く
郵
送
に
よ
る
や
り
と
り
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

組
合
員
・
家
族
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
の
体
制
で

す
。
ご
理
解
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

東
京
都
で
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
て
、
今
年
の
４

月
１
日
よ
り
「
東
京
都
自
転
車

の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
、
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
へ

の
加
入
が
原
則
と
し
て
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。

【
五
十
嵐

作
衛
副
委
員

長
記
】
今
年

度
副
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
連

雀
分
会
の
五
十

嵐
作
衛
と
申
し
ま

す
。
常
任
執
行
委

員
か
ら
新
た
に
副
委

員
長
と
い
う
重
責
を
に

な

う

こ

と

と

な

り
、
心
を
引
き
し
め
て

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
現
在
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

世
界
中
に
拡
大
し
て
お

り
大
変
な
状
況
で
す
。
私
自
身
の

仕
事
は
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
影
響

を
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

建
設
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

て
く
る
の
か
が
気
が
か
り
で
は
あ

り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
と
共
に
組

合
を
良
く
す
る
た
め
頑
張
っ
て
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
野
坂
光
青
年
部
長
記
】
今
年

度
青
年
部
長
と
な
り
ま
し
た
、
境

南
町
分
会
の
野
坂
光
（
の
ざ
か
ひ

か
る
）
で
す
。
職
業
は
大
工
で

す
。青

年
部
の
活
動
は
、
飲
み
会

や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

な
ど
の
楽
し
い
活
動
か
ら
、

税
金
や
共
済
制
度
の
学
習
な

ど
と
て
も
勉
強
に
な
る
の

で
、
皆
さ
ん
の
周
り
の
若
い

人
た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
「
青
年

部
に
参
加
し
て
み
な
よ
」
と

声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
関
係
で
活
動
を
休
止
し
て
い
ま

す
が
、
自
粛
明
け
に
は
楽
し
い
青

年
部
を
再
開
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

近
年
の
健
康
志
向
に
よ
り
自

転
車
の
利
用
者
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
自
転
車

と
歩
行
者
の
事
故
も
増
加
を
続

け
、
こ
の
１
０
年
間
で
約
１
・

３
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
も
高
額
に
な
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
お
り
、
１
億
円
近

い
請
求
と
な
る
事
例
も
出
て
い

ま
す
。

東
京
土
建
で
は
、
自
転
車
で

入
院
・
通
院
し
た
場
合
は
も
ち

ろ
ん
、
自
転
車
で
歩
行
者
に
ケ

ガ
を
さ
せ
た
時
や
、
買
い
物
中

に
商
品
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
場

合
な
ど
、
日
常
生
活
上
の
賠
償

事
故
に
対
す
る
補
償
が
１
億
円

ま
で
つ
い
て
い
る
独
自
の
自
転

車
保
険
が
あ
り
ま
す
。

掛
け
金
は
、
同
居
の
家
族
全

員
が
補
償
と
な
る
「
家
族
型
」

で
年
間
４
５
０
０
円
、
組
合
員

本
人
の
み
が
補
償
と
な
る
「
個

人
型
」
で
年
間
２
５
０
０
円
と

東
京
土
建
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
金
額
に
な
っ
て

い
ま
す
。


